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昔の道具の話（せんたく板）
むかし どうぐ はなし ばん

名前
なまえ

聞くめあて 「使い方」と「今との　ちがい」を、番号をつけてメモしましょ
き つか かた いま ばんごう

う。
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昔の道具の話（せんたく板） 小3　No.15｜説明｜先生用（放送のすすめ方・放送文・めものれい・こたえ）

すすめ方

① 中央の点線で山折りにして、「めも」の面だけを表にする（問題を先に見せない）。
② この放送文を先生が読む（または用意した音声を流す）。読む回数：2回。聞きながらメモを

取らせる。

③ 放送が終わったらプリントを開き、メモを見ながら問題に答えさせる。

放送文

今日は、昔　使われて　いた「せんたく板」に　ついて　説明します。今の　せんたく

きが　なかったころの　道具です。

せんたく板は、木で　できて　いて、表面に、なみのような　ギザギザが　ついて　い

ます。

使い方は、まず、たらいに　水と　せんざいを　入れます。次に、よごれた　服を、板

の　ギザギザに　こすりつけます。この　ギザギザで　こすると、よごれが　よく　落ち

るのです。

今の　せんたくきは、ボタンを　おすだけで、あらってくれます。でも、昔は、手で　

一まいずつ、力を　入れて　あらって　いました。

昔の人の　くらしの　くふうが　わかりますね。

めものれい

①せんたく板　木・ギザギザ

②たらいに水とせんざい→ギザギザにこする

③今　ボタンおすだけ

④昔　手で一まいずつ　力を入れて

こたえと かいせつ

（1）ア（なみのような　ギザギザ）

「表面に、なみのような　ギザギザが　ついて　います」と　言って　いまし

た。

（2）板の　ギザギザに　こすりつける

「板の　ギザギザに　こすりつけます。この　ギザギザで　こすると、よごれ

が　よく　落ちる」の　部分です。

（3）ア（ボタンを　おすだけ）

「今の　せんたくきは、ボタンを　おすだけで、あらってくれます」と　言っ

て　いました。

（4）手で　一まいずつ　力を　入れて（あらって　いた）

「昔は、手で　一まいずつ、力を　入れて　あらって　いました」の　部分で

す。
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